
住
宅
復
興
と
社
会
事
業

復
興
は
複
合
的
で
包
括
的
な
も
の
だ
け

に
、
都
市
の
復
興
だ
け
で
な
く
、
住
宅
の

復
興
や
経
済
の
復
興
に
も
目
を
向
け
る
必

要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
住
宅
の
復

興
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

関
東
大
震
災
で
は
、
約
37
万
棟
の
住
宅

が
火
災
や
倒
壊
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
。
こ

の
住
宅
を
失
っ
た
被
災
者
を
み
る
と
、
疎

開
に
よ
り
他
地
域
に
移
り
住
む
も
の
も
少

な
く
な
か
っ
た
が
、
大
半
は
被
災
地
内
で
住

宅
再
建
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
被
災
地
で
の

応
急
的
な
住
宅
支
援
と
し
て
、公
設
の
バ
ラ
ッ

ク
住
宅
の
建
設
、
自
力
再
建
者
へ
の
住
宅

再
建
資
金
の
融
資
、
応
急
修
理
の
た
め
の

資
材
の
提
供
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
た
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
結
果
的
に
民

間
自
力
バ
ラ
ッ
ク
が
大
量
に
建
設
さ
れ
た
。

こ
の
バ
ラ
ッ
ク
住
宅
の
解
消
と
恒
久
住
宅

の
確
保
の
た
め
に
、
政
府
と
自
治
体
は
震

災
義
捐
金
を
用
い
て
公
的
な
小
住
宅
の
建

設
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
小
住
宅
は
、
後

述
す
る
同
潤
会
が
建
設
し
た
簡
易
住
宅
を

含
め
て
、約
5
0
0
0
戸
建
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
小
住
宅
の
建
設
は
、
被
災
者
へ
住
宅

を
供
給
し
た
と
い
う
点
で
は
評
価
で
き
る

が
、
建
設
戸
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
含

め
て
、
バ
ラ
ッ
ク
よ
り
は
や
や
良
質
の
仮

の
避
難
場
所
を
提
供
す
る
以
上
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

震
災
の
翌
年
に
財
団
法
人
の
同
潤
会
が

設
立
さ
れ
て
い
る
。
同
潤
会
は
、
簡
易
住

宅
を
約
2
0
0
0
戸
、
郊
外
住
宅
を
約

3
7
0
0
戸
、
鉄
筋
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
約

2
5
0
0
戸
と
そ
の
他
で
、
合
計
１
万

2
0
0
0
戸
建
設
し
て
、
震
災
後
の
住
宅

の
近
代
化
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
同
潤
会
の
簡
易
住
宅
団
地
に
は
、
授
産

施
設
や
託
児
施
設
が
併
設
さ
れ
、
被
災
者

の
生
活
支
援
が
図
ら
れ
て
い
る
。

社
会
施
設
の
整
備
は
、
震
災
後
の
復
旧

や
復
興
の
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
震
災

27

10
万
人
余
り
の
命
と
、
30
万
の
家
を
奪
っ
た
関
東
大
震
災
。

本
誌
で
は
火
災
と
災
害
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
世
界
最
大
規
模
の
復
興
事
業
を
取
り
上
げ
ま
す
。

前
回
の
都
市
復
興
に
続
い
て
、

今
回
は
住
宅
・
産
業
復
興
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

住
宅
や
社
会
施
設
が
速
や
か
に
整
備
さ
れ
、

産
業
復
興
、
経
済
回
復
も
予
想
以
上
に
早
か
っ
た
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前
か
ら
、
社
会
的
不
安
や
ス
ラ
ム
問
題
な
ど

の
解
消
の
た
め
に
、
社
会
的
事
業
の
強
化
が

図
ら
れ
て
い
た
が
、
震
災
後
は
よ
り
一
層
積

極
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
震
災
後
、
仮
設

住
宅
団
地
や
不
良
住
宅
地
区
に
、
隣
保
館
、

簡
易
浴
場
、
託
児
所
、
職
業
紹
介
所
、
簡

易
食
堂
、
授
産
場
、
公
設
市
場
な
ど
が
多
数

建
設
さ
れ
て
い
る
。
公
的
な
小
住
宅
団
地
で

も
同
潤
会
と
同
様
に
、
社
会
施
設
が
一
体
的

に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
生
活
面
で
の

細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
、
市
民
レ
ベ
ル
に
お

け
る
速
や
か
な
復
興
を
促
し
た
と
い
え
る
。

産
業
復
興
と
財
政
問
題

復
興
の
あ
り
方
は
、
財
政
問
題
あ
る
い

は
経
済
振
興
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
関
東
大
震
災
で
は
、
当
時
の

G
N
P
推
定
値
の
35
％
に
当
た
る
52
億
円

強
の
経
済
被
害
を
被
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

加
え
て
、
多
額
の
復
興
資
金
の
投
資
も
必

要
と
さ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不

況
の
中
で
は
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
ほ
ど

の
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
、
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
産
業

の
復
興
や
経
済
の
回
復
は
、
4
年
後
に
生

産
額
が
震
災
前
に
回
復
し
て
い
る
こ
と
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
予
想
以
上
に
早
く
達

成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
早
期
の
回
復
は
、
被
災
者
の
救
済

や
雇
用
の
回
復
、
金
融
秩
序
の
維
持
に
つ

な
が
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
回
復
が
早
か
っ
た

理
由
と
し
て
は
、
政
府
が
都
市
復
興
よ
り
も

経
済
復
興
や
社
会
政
策
を
重
視
す
る
道
を

選
ん
だ
こ
と
、
国
庫
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た

剰
余
金
を
フ
ル
に
活
用
し
た
こ
と
、
可
能
な

か
ぎ
り
の
資
金
援
助
と
金
融
面
で
の
優
遇

措
置
を
講
じ
た
こ
と
、
当
時
の
生
産
シ
ス

テ
ム
が
単
純
で
修
復
が
簡
単
に
で
き
た
こ

と
、
震
災
を
契
機
と
し
た
産
業
構
造
や
工

業
立
地
の
転
換
が
ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
た
こ

と
、
産
業
の
リ
ス
ク
分
散
に
よ
る
非
被
災

地
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
資
金
援
助
の
例

と
し
て
は
、
第
一
に
「
支
払
い
猶
予
令
」

に
よ
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
施
行
、
第
二
に
不

動
産
を
担
保
と
し
て
の
金
融
援
助
、
第
三

に
「
小
商
工
復
旧
復
興
資
金
」、「
大
工
業

救
済
資
金
」
と
い
っ
た
資
金
提
供
な
ど
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
減
免
の
措
置
な
ど
に
よ
る
震

災
に
よ
る
税
収
の
落
ち
込
み
が
著
し
い
な

か
で
、
復
興
財
源
づ
く
り
に
苦
慮
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
対
応
と
し
て
、
国
も
自
治

体
も
公
債
の
発
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
解

除
に
関
わ
っ
て
被
災
者
で
あ
る
商
工
業
者

の
救
済
を
図
る
必
要
が
生
じ
、
そ
の
対
策

と
し
て
震
災
手
形
の
日
本
銀
行
に
よ
る
再

割
引
が
実
施
さ
れ

た
。
こ
の
公
債
発
行

と
震
災
手
形
の
割

引
は
、
そ
の
後
の
日

本
経
済
を
苦
し
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。
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